
2002年出土の木簡

新
潟
・下
沖
北
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
柏
崎
市
大
字
下
方
字
下
沖

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
　
肇

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
〓
二
世
紀
―
一
四
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
沖
北
遺
跡
は
、
柏
崎
市
街
の
西
を
流
れ
る
鵜
川
河
日
か
ら
約
二
ｋｍ
ほ
ど
内

陸
に
入
っ
た
標
高
約
二

・
五
ｍ
の
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。　
一
般
国
道
八
号
柏

崎
バ
イ
パ
ス
に
係
る
試
掘
調
査

に
伴

っ
て
発
見
さ
れ
、
調
査
地

点
は
鵜
川
に
接
す
る
自
然
堤
防

上
で
あ
る
。
河
川
改
修
以
前
の

鵜
川
は
遺
跡
周
辺
で
蛇
行
し
て

い
た
た
め
、
季
節
風
な
ど
に
よ

紛
　
っ
て
河
日
付
近
の
砂
丘
形
成
が

柏

著
し
く
な
っ
て
ほ
と
ん
ど
河
口

ぐ

部
が
閉
ざ
さ
れ
た
に
近
い
状
況

に
な
る
と
、
遺
跡
付
近
は
冠
水
し
、
鵜
川
の
自
然
堤
防
東
側
に
あ
る
氾
濫
性
後

背
湿
地
は
湖
沼
化
し
た
。
こ
の
た
め
湿
地
部
分
に
は

「鏡
ヶ
沖
」
な
ど
水
に
関

す
る
地
名
が
み
ら
れ
る
。
古
代
の
木
簡
が
出
土
し
た
箕
輪
遺
跡

（本
誌
第
二
二

号
）
も
本
遺
跡
か
ら
約

一
ｋｍ
離
れ
た

「鏡
ケ
沖
」
付
近
に
所
在
す
る
。

中
世
に
は
鵜
川
荘
が
所
在
し

（『吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
六
月
一
二
日
条
の

コ
ニ
箇

国
庄
々
未
進
注
文
生
が
初
見
）、
本
遺
跡
は
そ
の
荘
域
内
に
含
ま
れ
る
。
周
辺
に

は
中
世
の
遺
跡
が
多
く
確
認
さ
れ
、
そ
の
大
半
が
鵜
川
の
自
然
堤
防
上
や
丘
陵

沿
い
の
沖
積
地
な
ど
に
集
中
し
、
珠
洲
焼
や
青
磁
片
な
ど
を
出
土
す
る
。
下
沖

北
遺
跡
の
北
側
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
下
流
、
横
山
川
と
い
う
小
河
川
と
の
合
流
付
近
に

は
琵
琶
島
城

（現
・
柏
崎
総
合
高
校
）
が
所
在
す
る
。
暦
応
四
年

（
〓
一一四
こ

守
護
上
杉
憲
顕
に
従

っ
て
入
国
し
た
被
官

。
宇
佐
美
氏
の
居
城
で
、
こ
の
他
に

付
近
に
は
城
館
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
ち
ら
は
柏
崎
市
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ

り
、　
一
四
世
紀
中
頃
か
ら

一
六
世
紀
に
か
け
て
存
続
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
本
遺
跡
は
そ
れ
に
先
行
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
を
明

示
す
る
資
料
は
見
出
せ
ず
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
二
九
棟
、
そ
れ
に
伴
う
井
戸
二
五
基
、
方
形
竪

穴
状
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
直
交
す
る
溝
で
区
画
さ
れ
た
方
形
区

画
内
に
集
中
す
る
。
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
溝
は
約
六
〇
ｍ
、
東
西
溝
は
約
二
〇
ｍ

分
を
検
出
し
、
後
者
は
鵜
川
の
現
河
道
内
に
延
び
る
た
め
、
全
容
は
明
ら
か
で

な
い
。
遺
物
と
し
て
は
、
珠
洲
焼

。
青
磁
な
ど
の
陶
磁
器
類
、
漆
器
椀
な
ど
の

木
製
品
、
砥
石

・
鍔

。
鉄
津

・
輸
入
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
カ
ワ
ラ
ケ
の



よ
う
な
土
師
質
の
土
器
が
圧
倒
的
に
多
く
、　
三
二
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
と

一
六

世
紀
の
二
時
期
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
日
常
具
が
多
い
の
に
紺
し
て
祭
祀
具
が

少
な
く
、
箸
状
木
製
品
が
六
点
と
下
駄
二
点
が
出
土
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

木
簡
は

一
間
×
三
間
の
東
西
棟
建
物
に
近
接
す
る
ピ
ッ
ト
の
最
下
層
か
ら
出

土
し
た
。
径
約
三
〇
伽
深
さ
約

一
五
伽
の
柱
穴
で
、
土
器
類
が
共
伴
し
な
い
た

め
年
代
を
明
示
で
き
な
い
が
、
径
九

・
五
伽
、
長
さ
四
四
帥
の
柱
根
と
、
先
端

部
を
尖
ら
せ
た
径
四
帥
、
長
さ

一
二

・
五
銀
の
杭
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
＜

ｏ
蘇
□
□
来
子
孫

」

。
「
＜

ｏ

（墨
占
〔五
ア
リ
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
「反
ポ
×
卜
寓
］

上
端
を
円
頭
状
に
形
作
り
、
左
右
か
ら
切
り
込
み
が
二
段
入
る
。
上
端
か
ら

一
・
三
帥
下
に
直
径
二
ｍｍ
ほ
ど
の
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
下
端
は
刃
物
に
よ
り

切
断
さ
れ
て
お
り
、
右
側
面
も

一
部
欠
損
す
る
。
調
整
は
表
に
は
明
瞭
に
見
ら

れ
る
が
、
裏
に
は
見
ら
れ
な
い
。
表
の
墨
痕
は
非
常
に
薄
く
、
赤
外
線
を
用
い

て
漸
く
確
認
で
き
る
。　
一
方
、
裏
の
墨
痕
は
報
告
書
作
成
時
に
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
今
回
再
見
し
た
と
こ
ろ
墨
点
五
つ
を
赤
外
線
で
確
認
し
た
。
穿
孔
が

墨
痕
と
切
り
合

っ
て
い
な
い
の
で
前
後
関
係
を
見
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

墨
痕
が
穿
孔
を
避
け
る
よ
う
に
記
さ
れ
、
「孫
」
も
下
端
に
収
ま
る
の
で
、

元
々
あ
っ
た
上
端
部
の
形
状
や
穿
孔
を
利
用
し
て
、
二
次
的
な
転
用
で
記
さ
れ

た
と
思
わ
れ
、
蘇
民
将
来
符
と
し
て
は
原
形
を
保

っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

「蘇
」
と

「来
」
の
文
字
間
が
約

一
文
字
分
ほ
ど
し
か
な
い
が
、
「子
」
が

判
読
で
き
る
の
で
、
蘇
民
将
来
の
呪
符
と
推
測
し
た
。
裏
面
に
は
五
亡
星
を
か

た
ど
っ
た
墨
点
が
五
つ
み
ら
れ
る
。
新
潟
県
内
で
、
こ
れ
に
近
い
形
状
の
蘇
民

将
来
木
簡
の
例
と
し
て
は
、
笹
神
村
腰
廻
遺
跡
の
例
が
あ
る

（本
誌
第
≡
二
号
）。

ま
た
、
穴
に
糸
を
通
し
て
護
符
と
し
て
用
い
た
後
に
、
木
釘
で
壁
な
ど
に
打
ち

付
け
た
使
用
例
が
長
岡
京
跡
で
報
告
さ
れ
て
い
る

（本
誌
第
二
二
号
）。
し
か
し

そ
う
し
た
使
用
法
を
本
木
簡
で
想
定
し
た
場
合
、
疫
病
除
け
の
役
割
を
指
摘
さ

れ
る
蘇
民
将
来
符
の
性
格
と
、
柱
穴
の
最
下
層
ょ
り
埋
め
ら
れ
て
出
上
し
た
地

鎮
的
な
状
況
は
符
合
し
が
た
く
、
本
木
簡
の
性
格
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『
一
般
国
道
８

号
柏
崎
バ
イ
パ
ス
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
下
沖
北
遺
跡
Ｉ
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（田
中
一
穂
）




